
 

《別紙 １》 

 

 

 
※ＰＣＢ使用の安定器はＰＣＢ廃棄物特別措置法に従って、適切な処理を行い処分する必要

があります。また静岡市への届出の義務が発生いたしますので、以下ＵＲＬのＰＣＢ廃棄

物の届出方法をご覧いただき、本年度中に届出書のご提出をお願いします。 

http://shinsei.city.shizuoka.jp/dtl.php?id=1821 

●国内メーカーで昭和 31年（1956年）以前及び昭和 48年（1973年）以降に製造

された安定器については、ＰＣＢを使用した安定器はありません。 

     昭和 31年    昭和 32年   昭和 47年    昭和 48年 

(1956年)   (1957年)     (1972年)   (1973年) 

ＰＣＢ使用無し ＰＣＢ使用の可能性有 ＰＣＢ使用無し 

    

※この製造年別の判別は外国製など一部の機器については該当しない場合があります。 

 

****************************************************************************** 

調査の目的、調査票の記入方法等に関する問い合わせ先 

静岡市ＰＣＢ使用安定器調査事務局（静岡市委託業務受託者：株式会社イープラネット） 

（電話番号：０１２０－００１－２９０ ） 

受付期間：平成３０年７月１日～平成３０年１０月３１日 平日９時３０分～１７時００分） 

ＰＣＢ使用・不使用の判別方法等に関する問い合わせ先 

公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団（環境省委託業務受託者） 

（電話番号：０１２０－９０７－０３３(全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ) ） 

受付期間：平成３０年７月１７日～平成３０年８月３１日 平日１０時００分～１７時００分） 

******************************************************************************

※ ＰＣＢの使用について、明確に判別できなかった場合は、『不明』としてください。 
PCB使用・不使用の判別 

 

 

照明器具から判別する場合・・・別紙２- ②を参照してください。 

安定器から判別する場合 ・・・別紙２- ③を参照してください。 

照明器具の型式や製造年月、製造番号を調査する 

 

 

照明器具の型式、製造番号、製造年月日を取りまとめたリストが無い場合は、 

現物の照明器具または安定器の型式、製造番号、製造年月日を確認する必要があります。 

現物の調査は、別紙２- ①「調査要領」を参考に実施してください。 

照明器具の型式や製造年月、製造番号をまとめたリストがあるか確認 

自社内にない場合は管理会社や定期的に電気設備をメンテナンスされている会社が 

持っている可能性があるため、一度ご相談をお願いいたします。 

PCB使用安定器調査方法 

http://shinsei.city.shizuoka.jp/dtl.php?id=1821


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

《 別紙２- ① 》 

 

 

使用中の照明器具のＰＣＢ使用安定器の有無の調査は、以下の要領を参考に実施してください。 

調査前の留意事項 

● 建物の竣工図書、過去に実施した調査の記録等、既に作成されている書類があるかどうか、まず

それを確認してください。書類がある場合には、それをもとにＰＣＢ使用安定器の有無を判断し

てください。 

確認は、照明器具ひとつずつの調査（全数調査）を基本に行ってください。サンプル調査（いく

つか抽出して確認）の場合、ＰＣＢ使用安定器の発見に漏れがあった事例が報告されています。 

● 使用中の照明器具については、接触等により感電の恐れがありますので、調査にあたっては、照

明設備を管理している電気工事業者に、ビル管理法の対象のビルではメンテナンス会社に、ご相

談ください。 

 

調査時の留意事項 

● 調査対象の照明器具の設置高さに応じて、以下を参考に、安全に十分留意して調査してください。 

 事務所や店舗等の通常の高さの天井に設置されている場合：脚立等を使用 

 

 

 

 

 

 

 工場、倉庫等の３ｍ以上ある天井や屋外の高所に設置されている場合：ローリングタワ
ー、可搬式高所作業リフト、高所作業車等を使用       

● 調査作業は、電気工事士の資格を有する電気工事業者、電気設備業者、建設業者等に行ってもら

うようにしてください。 

● 調査においては、照明器具又は安定器の型式、製造番号、製造年月等を記録するとともに、ラベ

ル、銘板等を写真撮影してください。作業現場で判別が困難な場合に、メーカーに問い合わせす

る際の資料とするためにも重要です。 

照明器具・安定器の調査要領 



 

 
調査方法 

● 安定器は照明器具の内部に設置されており、外部からは確認できません。 

そのため、以下に示す順序で調査してください。  
① 照明器具のラベル調査 

照明器具のラベル記載内容を確認し、メーカー・種類・力率・製造年月等から PCB使

用安定器の有無を判別してください。 

判別方法については、別紙２－ ②を参照してください。 

照明器具による判別ができない場合は、「② 安定器の銘板調査」を行ってください。       
 

 

② 安定器の銘板調査 

照明器具のラベル調査による判別が困難な場合には、照明器具カバー、反射板等を取

外し、安定器の銘板記載内容を確認し、メーカー・種類・力率・製造年月等から PCB使

用安定器の有無を判別してください。 

判別方法については、別紙２－ ③を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

《 別紙２- ② 》 

 

 

●「照明(蛍光灯)器具がＰＣＢを使用しているか否か」については、まず、ラベル

内容（メーカー・種類・力率・製造年月など）を確認してください。 

●照明(蛍光灯)器具のラベルの例を以下に示します。 

    

 

●以下に示す照明(蛍光灯)器具については、メーカーを問わず、ＰＣＢは使用されて

おりません。（なお、改造や修理で内部の安定器が交換されている場合には注意が必要です。） 

 

 

 

 

 
（ラベルは一例です。すべてのメーカーに記載されているとは限りません） 

照明（蛍光灯）器具からＰＣＢ使用・不使用を判別する方法 

ラベル 

製造年の表示 
力率の表示 

Ｈｆランプの

表示 

・昭和４８年（１９７３年）以降※に製造された蛍光灯器具は、 

ＰＣＢ不使用です。 

（※建物の建築年次ではなく、蛍光灯器具の製造年次です。） 

・低力率型の蛍光灯器具は、ＰＣＢ不使用です。 

・Ｈｆランプ使用の蛍光灯器具は、ＰＣＢ不使用です。 



 

 

●メーカーによっては、ラベル内容でＰＣＢが使用されていない蛍光灯器具が判別できます。照

明器具内の安定器を確認する必要はありません。 

下記「蛍光灯器具のＰＣＢ不使用の判別方法」に示す蛍光灯器具については、ＰＣＢは使用さ

れておりません。 

蛍光灯器具のＰＣＢ不使用の判別方法 

  （2017年４月現在） 

  会社名 ＰＣＢ不使用器具の判別方法 

1 岩崎電気(株) 

・製造年が昭和 47年 9月以降の器具 

・内蔵安定器を示す形式に「GL」、「GH」を含む器具、及

び「PF」から始まる形式の器具 

2 NECライティング(株) 【旧：新日本電気】 

・製造年が昭和 47年 9月以降の器具 

・社名が「NECホームエレクトロニクス」、「日本電気ホ

ームエレクトロニクス」、「日本電気シルバニア」又は

「NECライティング株式会社」の器具 

・型番末尾が「A、B、C又は D」（グロー低力率型）、及

び「AE、BE、CE又は DE」（ラピッド省電力型）の器具 

3 
オーデリック(株) 

【旧：オーヤマ照明/旧：大山電機工業】 

・製造年が昭和 47年 9月以降の器具 

・社名が「オーヤマ照明」又は「オーデリック」の器具 

・型番の最初が「F」の器具 

4 コイズミ照明(株) 【旧：小泉産業㈱】 ・PCB使用器具の販売はなし 

5 星和電機(株) 
・製造年が昭和 47年 9月以降の器具 

・低力率タイプの器具 

6 大光電機(株) 

・製造年月が昭和 47年 9月以降の器具 

・低力率タイプの器具 

・型番が Dから始まるアルファベット 3桁の 

器具  例）「DCL」「DBF」等 

7 
東芝ライテック(株) 

【旧：東京芝浦電気、旧：和光電気】  

・社名が「東芝電材株式会社」又は「東芝ライテック株

式会社」の器具 

・形名に「GL」又は「RL」が付いている器具 

・形名の数字表記部分が５桁の器具 

8 
日立アプライアンス(株)  

【旧：日立照明/日立製作所の銘板もあります】 

・社名が「日立アプライアンス」、「日立ライティング」

又は「日立照明」の器具 

・製造年月が昭和 48年以降の器具及び製造年が記載さ

れていない器具 

・低力率タイプの器具 

・内蔵安定器を示す形式が「F」、「LF」、「LH」、「LHC」、

「LS」、「LSC」、「RF」、「RH」、「RS」、「RSC」以外の器具 

9 
パナソニック(株) 

【旧：松下電器産業、旧：松下電工】  

・社名が「パナソニック電工」又は「パナソニック」の

器具 

10 パナソニック(株)【旧：三洋電機】  ・器具での判別は HP参照 

11 三菱電機照明(株)【旧：三菱電機】  

・社名が「三菱電機照明」の器具 

・器具型番末尾が「E」又は「EF」の器具 

・低力率タイプの器具 

・円形蛍光灯の器具 

12 山田照明(株)  
・40W1灯用 100V/0.5A以上、200V/0.25A以上、40W2灯

用 100V/1A以上、200V/0.5A以上）の低力率器具 

●詳細は、各メーカーに問い合わせるか、日本照明工業会ＨＰをご参照ください。

（http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm）  

http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm


 

《 別紙 ２- ③ 》 

 

 

●下に示す電気機器が安定器です。 

 

 

 

 

●「安定器がＰＣＢを使用しているか否か」については、まず、ラベル内容（メ

ーカー・種類・力率・製造年月など）を確認してください。それに基づき、日

本照明工業会 HP（http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm）で確認する

か、メーカー窓口（次頁「安定器メーカー問合せ先リスト」を参照）へ問い合

わせてください。 

 
※ 昭和 47年９月で PCB使用安定器は製造を中止しましたが、製造中止後１～２年の間は判別のために、 

「NO PCB」または「PCBは使用していません」という記載を銘板に表示していた例もあります。 

  

照明器具内の安定器のＰＣＢ使用・不使用の判別方法 

http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm


 

●安定器メーカー問合せ先リスト（日本照明工業会ＨＰより作成） 
 


